













　2009 年 9 月 9・10 日、法政大学ボアソナード・タワーにおいてワークショッ
プ「江戸時代におけるナショナリズムの表現」が開催された。その成果をふ
まえ、同年 11 月に科学研究費「近世日本の大衆文化における日本意識の表現
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　私は、かつてアメリカの研究者による日本の国学についての本（原題 Peter 
Nosco, Remembering Paradise; Nativism and Nostalgia in Eighteenth-Century 



































　私はあえて native という語にこだわり、日本意識研究において、native 
consciousness という観点を加えてはどうかと思う。ここに至って、問題含み
の英単語である native とその関連語を、和訳することなく使用しようという






































体的な形状を把握しやすい概念といえよう。National consciousness と native 
consciousnessは同一のものではない。だが、定形を持たないがゆえに不安定で、
個人の self consciousness と密接な関係を持つ nativity と定形を持つ nation
とを重ね合わせることによって、両者は一致し一体化し、native/national 
consciousness のかたちで安定し、強固なものとなる可能性がある。




























あるという native consciousness を持った人々（例 在日外国人）、日本の外部
に住みながら、日本の内部に生まれがあるという native consciousness を持っ





　人間が自身の nativity を意識するのは、どのような時だろうか。Nativity が
個人の存在に関わる以上、この問題を考えるために私の極めて個人的な経験
を語ることをお許しいただきたい。
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　帰国生の日本意識は、自らの nativity と日本という nation を重ね合わせた
native/national consciousness というべきものだったと思う。私は級友たちの
ような強い native/national consciousness を持ったことがないが、それは人生
のうえでたまたま必要がなかったからである。ただ、私自身が日本国内の生ま
れであることは認識しているので、自分の nativity と日本という nation を重
ね合わせて意識することは、自分にとって自然であり可能である。状況によっ











はたらいているのは、native consciousness と national consciousness とが一体
化した日本意識とみるべきであろう。
　私はどのレベルで日本を意識するか、それはその時々で変わる。その意識は、













　（L） local consciousness としての日本意識
　（N/L） native/local consciousness としての日本意識
　（N） national consciousness としての日本意識
















































の作品で、浅之進はどのような native consciousness を持ち、それと日本はど

















とおり、主人公の native consciousness は日本に重ねられている。よって、こ
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1961 年）による。
3） 桑山敬己『ネイティヴの人類学と民俗学』弘文堂、2008 年、第 1 部第 1 章総論を
参照した。
4） 西川長夫『［増補］国境の越え方』平凡社、2001 年、51 ページ
5） 渡部淳・和田雅史編『帰国生のいる教室』NHK ブックス、1991 年、218 ページ
6） 小口雅史「国号『日本』（にっぽん）『日の本』（ひのもと）の起源とその意味、そ
して後代への影響」「＜日本意識＞の変遷古代から近世へ」第 2 回研究会、2011 年
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<ABSTRACT>
National, Local or Perhaps Native?: 
At What Level Do I and Hiraga Gennai Perceive Japan?
YOKOYAMA Yasuko
How do we perceive Japan? The question, “National or Local”, which 
Professor Yuko Tanaka suggested in September 2009, is important when we 
advance the research project “The Expression of “Japan” Consciousness in the 
Mass Culture of Early Modern Japan”. I added a new term “Native” to these 
two words and examined the relationship between the national, the local and 
the native.
When we say “Japan-consciousness” we have to examine the state of the 
subject of consciousness. It seems that “Japan-consciousness” will be different 
according to the manner of perception: whether one perceives Japan as one 
country of many countries in the world or as ones mother country. In this 
paper I tried to discuss how the state of “Japan-consciousness” is dependent 
on the birth of the subject of consciousness, nativity, through descriptions of 
Hiraga Gennai’s Fūryūshidōkenden and my own experience. I also explained 
the necessity of examining whether “Japan”, the object of perception, is 
national, native, or both in each case.
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